
ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 下 の 主 題 検 索 に お け る
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Terminology)の 有 効 性

吉 田 暁 史

要 旨

ネ ッ トワー ク環境 における主題検索研究に関 しては、 あま り顕著 な進展 はない。その

中で、FASTと い う主題検索 システムが登場 した。LC件 名標 目表の豊富な語彙をほぼそ

の まま借用 し、統語論的結合 については簡略化 した システムである。LC件 名標 目表は、

意味論的側面、統語論的側面の両方で、大 きな問題 を抱 えている。本論ではLC件 名標 目

表 において、名辞の形、意味論的関係性、統語論的結号の各側面 について検討する。次

にFASTが どの ような 目的で、 どの ような経緯 で出現 したかを論 じる。 さらに上記それ

ぞれの側面で、LC件 名標 目表 をどのように継承 し、LC件 名標 目表 とどのように異 なる

か を調べる。最後 にネッ トワーク情報資源の検索に とってあ るべ き姿 を論 じる。結論 と

しては、(1)もはや事前結合索引にこだわるべ きではな く、事後結合索引の方向に向か う

べ きである、(2)件名、典拠 ファイルは、語彙管理の部分 と統語論的結合部分 とに分離 し、

FASTは そのうちの語彙管理部分をLC件 名標 目表 と共有すべ きである、 と指摘す る。

キーサ ー ド:FAST、FacetedApplicationofSubjectTerminology、 件 名標 目表 、 シ

ソー ラス、 ネ ッ トワー ク情 報 資源 、LCSH、LC件 名標 目表 、事 前 結合 索 引、

事 後 結合 索 引、 件名 典拠 レコー ド、 ダ ブ リ ンコア

1.は じめ に

近年 目録法 においては、めまぐるしい変化が起 こっている。それに対 し主題 アクセス

法では顕著 な発展や実践活動はない。その ような中で、主にネッ トワーク情報資源の検の
索 に 役 立 つ こ と を 目 指 し て 、FAST(FacetedApplicationofSubjectTerminology)と

一113-一 一一



人文科学部論集 第7号

いう新 しい主題検索のための仕組みが出現 した。小論ではFASTが 出現 した背景、FAST

とはどのようなものか、 どのような長所 と短所があるか、等 を論 じたい。

2.目 録法 と主題 ア クセス法 にお ける近 年の動 向

(1>目 録法の発展

図書館 目録 は、1980年 代 か らコンピュー タ検索 の時代 に入 り、1990年 代か らはイン

ターネッ トをとお したコンピュー タ検索が可能 とな り、 さらに2000年 代 に入 ると、所蔵

資料のほか ネッ トワーク情報資源 を含めた統合的な検索環境が提唱 されるようになった。

そのような環境変化 にともなって目録の考え方に大 きな変化が起 こった。 とりわけ電子

資料の出現 は目録界に大 きな影響 をおよぼ した。数値化 して記録 され る電子資料は、 コ

ンピュー タで 「フ ァイル」 として扱 うだけに、同 じ内容(メ ッセー ジ)を 異 なる媒体

(キャ リア)に 移 し替 えることが容易であ り、同 じ内容 ・異 なる媒体 とい う資料が多数

出現 した。従来の 目録原理ではこれ らはすべ て異なる資料 とみなされ、内容の同一性 を

判断す ることが難 しい し、内容が同一で異なる媒体 の資料 を一元的に把握す ることも困

難であった。その ようなことを実現す るためには、内容 と媒体 を分離 して捉 える必要性

が起 こって くる。90年 代の終わ りに発表 されたIFRBR(FunctionalRequirementsfor
2)

BibliographicRecords)の 主要な 目的の1つ は、内容 と媒体 の分離 に関す る理論面な追

求であった。次 にネ ッ トワーク情報資源 を精選 してその情報 を利用者に伝 えようとする

動 きが現 れるようになった。サ ブジェク ト・ゲー トウェイがその顕著 な例であ るが、

ネッ トワー ク情報資源は従来型資料 とは異 な り、その数が膨大であ る、また媒体 を問題

とす る必要が乏 しい(あ るいは把握することが困難)、 さらには従来型の 目録 には存在

しない項 目(著 作権処理な ど)を 必要 とする、 といった特徴がある。 したがって 「物」

に立脚 し、かつ詳細 な記録 を必要 とす る従来型の 目録原理を適用す るこ とが困難であっ

た。そ こでデ ジタル資料、 とりわけネ ッ トワー ク情報資源に特化 した新 しい タイプの目

録が出現 した。 これ はメタデー タと呼 ばれ る。現 在図書館界で は、従来型 目録 とメタ

デー タが別 々に存在す る状態 となっているが、あ らゆる情報資源の統一的把握 ・検索の

ためには、両者を統合的 な枠組 みの中で捉 えなおす必要に迫 られている。

② 主題アクセス法における発展

以上の ように 目録世界では原理 と実践の両面で大 きな変化が起 こった。一方 目録 の中

に記載 される主題検索のための情報 を扱 う分野(主 題アクセス法)で は、特 に大 きな変

化 はなかった。主題 アクセス法 の領域で は、 イン ドのラ ンガナ タンが1930年 代 にファ

セッ ト分類理論を打 ち立て、それに基づ く新 しい タイプの分類表であるコロン分類法 を

考案 した。その後1950年 代 にイギ リスの研究 グループがこれに注 目し、世界に広 く紹介
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する とともに、ファセ ッ ト分類法の理論的発展 を実現 し、 また実際 にファセ ッ ト分類法

を用いたさまざまな実践的活動 を試みた。 ところが この動 きも1980年 代半ばごろまでで

あ り、その後20年 間ほどは顕著 な発展 も野心的な実践的活動 も見 られない ままの状態が

続 いている。 目録法 と主題 アクセス法 とでなぜ この ような違いがあ るのか。主題 アクセ

ス法 とは、資料の主題(何 について論 じているか という意味内容)を 分析 し、その結果

を名辞 あるいは分類記号で表示 し、主題 を表す名辞 あるいは分類記号で検索で きるよう

な仕組み を作 る、 といった過程 を研究す る分野の ことである。主題を分析す るとい う段

階は、資料が印刷物であれ視聴覚資料であれ電子資料であれ、その原理に違いはない。

ところが表示す る段階お よび検索段 階では、 目録 カー ドや冊子体 目録 による主題 情報

の検索 と、コンピュータに よるオ ンライ ン検索 とでは相違が出て くる。決定的な相違 を

ひと言でいえば、前者では事前結合索引が、後者では事後結合索引が主 として用い られ
ヨ　

るということである。 したが ってコンピュータによる検索が普及 しつつ ある段階では、

主題アクセス法の世界で もある程度の変化が見 られた。 もっとも論文検索の世界では、

もっと早 くか らコンピュータ検索 に対応 した理論面の研究 と実践活動が行われてお り、

すでにこの方面での蓄積 はあった。 したがって1980年 代 に図書館 目録が コンピュータ検

索 に移行 したか らといって、新たな理論研究 と実践活動はあま り必要 なわけではなかっ

た。 また次のネッ トワーク情報資源 の検索 という段階で も、従来の コンピュー タによる

主題検索 と異 なる理論などが特 に必要 とされるわけではない。 しか し膨大 な情報資源 を

索引付 けするのであるから、大 きな手間はかけ られない とい う実務的観点か らの要請 は

あった。

以上の ような背景か ら、図書館界 における主題アクセス法で は、特にめざましい理論

的な発展や顕著な実践 的な活動 はみ られなかった。その ような中で、FAST(Faceted

ApPlicationofSubjectTerminology)と い う、主 として ネッ トワーク情報資源の主題検

索 を行 うための新たな仕組みが現れた。

3.LC件 名標 目表

FASTはLC件 名標 目表 を元 に して、 ネ ッ トワー ク環 境 にお け る使 用 に便利 な よ うに改

良 され た もの であ る。 したが ってFASTを 理解 す るた め には、 まずLC件 名標 目表 の概 要 、

長所 、 欠点 、等 を押 さえる必 要が あ る ので、 そ れ らにつ い て言 及す る。 以下 件 名標 目表

全体 、 お よび個 々の件 名 標 目、 両 方 の意 味 で、 「LC件 名 」 とい う表現 を用 い る こ と とす

る。

(1)LC件 名 の概 要

LibraryofCongressSubjectHeadings,29thedition(2006)が 最新 版 であ る。 米 国議

会 図書館 が作 成 、維 持 す る世界 で最 も大規 模 で、 かつ 最 もよ く普 及 してい る件名 標 目表
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で あ る。 資料 を統 制語 か ら探 す ため の主 題索 引 ッール と して、 圧倒 的 に有 力 な地位 を 占

め て い る。1974年 か らfree-floatingsubdivisionが 取 り入 れ られ 、ll版(1988年)か ら参

照構 造 が シ ソー ラ スス タイ ル に なっ た。 そ の維 持 管理 は、1990年 代 にSACO(Subject
4)

AuthorityCooperativeProgram)へ と移 行 し、 共 同入 力体 制 と なって い る。 歴 史が古

いだ け に、付 与の 対象 とな る資料 は図書 や 視聴 覚 資料 とい った ものが 中心 で あ るが 、最

近 で は デ ジ タル資 料へ の付与 も試み られ てい る。 また事 前 結合 索 引 と して用 い られ 、通

常付 与 数 は1資 料 あ た り2～3個 で ある。 つ ま り資料全 体 の要 約主 題(summarization)

に対 す る付 与が 中心 であ り、周辺主 題や部 分主題 、す な わち網 羅的 主題 の付 与(exhaustive

indexing,depthindexing)は 通常 行 われ ない。

a.件 名 標 目の種 類

事 項(topical)、 地理(geographical)、 時代(chronological)、 形 式(form)の4種 類

で あ る。 他 に主 題 と して扱 われ る個 人名 、 団体 名 、 著作 名等 が あ るが 、 これ らは基 本 的

に 目録法 の分野 で管 理 され てい る。

b.意 味論 的特徴

名 辞 の形 や 、概 念 問の 意味 論 的関係 性 の設 定 につ い て概 略 を述べ る。複 合語 に関 して

は、Nuclearphysicsな ど自然 な語順 を基 本 とす るが 、Songs,Frenchな ど転 置形 もあ る。

転置 形 は言語 や国名 に よる修飾 の場 合 に多 い。Cookery(Fish)と いっ たカ ッコに包 む形

式 もあ る。 こ うい った転 置形 は カー ド目録 やペ ー ジ印刷 型 目録 にお いて、 主 要語 が見 出
5)

し語 となる よ うな配慮 か ら用 い られた形 式 で あ る。 オ ンライ ン環 境 で検索 す る場 合 は、

特 に必 要 の な い技 法 であ るが 、未 だ に多 用 されて い る。 またChemicalengineeringの よ

うな無 理 の ない複 合 語 のほ か、Artandtechnology,Boltsandnuts,Careofsickanimals,

Charactersandcharacteristicsinliteratureと い っ た首 をか しげ る よ うな複合 語 表現 も

多 い 。 また こ うい った複 合 語 の採用 面 で一 貫 した方針 もな い よ うで あ る。件 名標 目表や

シソー ラス にお け る複合 語 の扱 い は非 常 に難 しい問題 とされ る。 そ うい う中で 単言 語 シ
　ラ

ソーラス作成 に関する国際標準ISO2788の 複合語採用標準が比較的妥当だ と思 われる

が、LC件 名ではこの基準は全 く用い られていない。

概念間の意味論的関係性の種類は、現在で はシソー ラス と同様 の詳細 な関係性 が与え

られている。つま り、階層関係(BT,NT)、 関連関係(RT)の2種 類である。階層関係

については、 「類種 関係(Genus/species)」 、「全体/部 分関係(Whole/part)」 、「事例関
の

係(lnstance)」 の3つ に種 類分 け され て い る。 これ らの うち、 問題 は全体/部 分 関係 で

あ り規定 上何 の説 明 もない。ISO2788で は、 きわ めて 限定 的 な全体/部 分 関係 のみ が階

層 関係 と認 定 され る ので あ るが、 そ こで何 の 規定 もな いた め に、恣 意 的 に広 く階層 関係

が設 け られ て い る。例 えばBigchurchesの 上位 語 と して、Churchgrowthが あ げ られ て

い る。この場合 は事物 と動作 形 との 間の階層関係で ある。またBinarysystem(Mathematics)
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の上位語 として、Mathematicsが 与 えられる。つ まり学問分野名 とその中で研究 される

対象 との問の階層関係である。これ らはシソー ラスの常識では考えられない。 さらに驚

くべ きは、細 目つき件名 にも階層関係が設けられていることである。例 えば、Cancer-

Chemotherapyの 上位語に、Cancer-Treatmentが あが っている。ここでは意味論的関

係 と統語論的関係の混同が見 られる。本来階層 関係は、個々の概念同士 に対 して設 けら

れるべ きであ り、概念 と概念の組み合 わせ に対 して階層関係 など存在す るはずがない し、

関係 を設 ける実用的必要性 も希薄である。

c.統 語論的特徴
8)

複雑 な統語 規則 を持つ が 、基 本 的 に は列 挙方 式 で あ る。 自 由な組 み合 わせ が 許 され る

わ けで は ない。事 項件 名 と地名件 名 は、主 標 目に も細 目に もな りうるが 、時 代 と形 式 は

細 目に しか な り得 ない。 地 名 にか か わ る主 題 につ い て は、地 名・優先 と地 名非優 先 の2種

類 が あ る。 地 名 の形 式 は、 国名 な ど大 地名 の場 合 は、Franceの よう に直接 形 で記 載 す る

が 、Parisの よ うに都 市 名 な ど小 地名 の場 合 は、France-Parisの よう に大 地 名 一小 地名

の2段 階 方式 を とる。2段 階方式 は奇妙 な方法 で あ る。 あ くまで 件名 標 目のス トリング

を印刷 して順 次 配列 す る こ とを想 定 したや り方 で あ り、 コン ピュー タに よる直接 検索 に

は本来 な じま ない。 また件名 標 目は直接 形 で付 与す る(つ ま り階 層 関係 を繰 り返 して は

な らない)と い う原則 が あ り、 この原則 に も反 す る方 法 であ る。 しか し地 名 の場 合 は、

小 地名 をあ る程 度 地域 ご とに ま とめ て いか ない と探 しづ らい、 同 じ地 名が 各 地 に存在 す

る、 とい っ た こ とが あ り、表 示上 はや む を得 ない扱 いだ と思 われ る。 そ して 原則 と して

"M
aySubdGeor"と 指 示 の あ る件 名 のみ 、地 名細 目を付加 す る こ とが で きる。 このた

め 、すべ て イ タ リア に関係 す る主 題 に対 して も、以 下 の よ うな整合 性 の ない奇 妙 な現 象

が 起 こ る。

Constructionindustry-ltaly(Constructionindustryは 地 名細 目可)

Constructionindustry‐ltaiy‐Finance(Financeは 不 可)

Constructionindustry-Finance‐Lawandlegislation‐ltaly(Lawand_は 可)

Constructionindustry-Governmentpolicy-Italy(Governmentpolicyは 可)

・各 種 細 目 の 結 合 例

Artcriticism‐France‐Paris‐History‐18thcentury‐Bibliography

(事 項 一 大 地 名 小 地 名 一 事 項 一 時 代 一 形 式)

Art--Censorship‐Europe‐20thcentury‐Exhibitions

(事 項 一 事 項 一 地 名 一 時 代 一 形 式)

France‐Intellectuallife‐16thcentury‐Periodicals

(地 名 一 事 項 一 時 代 一 形 式)
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一応、事項 一地名 一時代 一形式の順序 を基本 とす るが、明確 かつ明示的な引用順序が

設け られているわけではない。 とりわけ事項 と事項の組み合わせ に関 しての引用順序は、

曖昧模糊 としてい る。

・Free-floatingsubdivision

1974年 か らFree-floatingsubdivisionが 出現 した。 そ れ まで"establishedheadings"と

称 して、確 立 した 件名 標 目のみ を採用 す る とい う方針 を採 って い た。 これ は個 々の名辞

だ け に適用 す るの で は な く、 結合 形(組 み合 わせ)に も適用 され た。 つ ま りestablishさ

れ た特 定 の組 み合 わせ の み を認 め、他 の組 み合 わせ は認 めない 、 とい う方針 であ る。 い

わば分 類 表 にお け る列 挙 型分類 に相 当す る。 ところが 資料 の主 題 が複雑 に なる につ れて 、

特 定 の組 み合 わせ だけで は主題 を的確 に表現 す る こ とが 困難 に なって きた。 そ こでFree-

floatingsubdivisionな る技 法が登 場 す る。 これ は ゆ るや かな範 囲の も とで、 あ る程 度 自

由 な組 み合 わせ を認 め よう とい う もの であ る。 い わ ば フ ァセ ッ ト分類 法 に近 い方 法 であ

る。Free一 且oatingsubdivisionは 、(1)一 般 的 に適 用 され る形 式 と事 項細 目、(2)個 人 名お よ

び民族 名 の も とでの細 目、(3)個 々 の団体 名 、個 人 名、 お よ び家 族 名 の もとで の細 目、(4)

地 域 名の 元 での細 目、(5>パ ター ン件 名 に よって制御 され る細 目、 の5つ の ケー ス につ い

て設 け られ てい る。列 挙 型 分類 法 にお い て も、 多 くの分類 表 で は地名 や 時代 名 につ いて

は 自由 な組 み合 わせ が許 され る。 しか しそ れ以 外 の組 み合 わせ は通常 認 め られ ない。 後

者 に相 当す る組 み合 わせ をあ る程 度認 め よう とい うのが 、パ ター ン件 名 と称 され る もの

で あ る。

ラ ンガナ タ ン(Ranganathan,ShiyaliRamamrita)は 、P-M-E-S-Tと い う フ ァ

セ ッ トの組 み合 わせ 公式 を主張 した。PはPersonalityの 略で あ る主 題分 野 で最 も重要 な

フ ァセ ッ トを(多 くの場 合 は事 物 フ ァセ ッ ト)、MはMatterの 略 で物 質 フ ァセ ッ トを、

EはEnergyの 略 で動作 フ ァセ ッ トを、SはSpaceの 略 で 空 間(地 理)フ ァセ ッ トを、Tは

timeの 略 で 時代 フ ァセ ッ トを、 そ れ ぞれ表 す。 この モ デル は フ ァセ ッ トの類 型 と して あ

ま りに単 純 す ぎるが、簡 潔 な表 現 で表 せ るの で、 単純 化 して考 え る場 合 の説 明用 モ デ ル

と して はふ さわ しい。 したが って ここで は この公 式 に準拠 して述 べ るこ と とす る。 そ し

て さ らにTの あ とに形 式 フ ァセ ッ トが 続 くこ とにな る。S-T一 形 式 は どの主 題分 野 に も

現 れ うる普遍 的 な フ ァセ ッ トであ り、P-M-Eが 各主 題分 野特 有 の フ ァセ ッ トとい うこ

とにな る。Free-floatingsubdivisionの 種 類 におい て、(1)か ら(4)まで はお よそS-T一 形式

部分 に相 当 し、(5)はP-M-Eに 相 当 す る部 分 で あ る。多 くの列 挙 型分 類 で も、S-T一

形 式 部分 は組 み合 わせ を表現 しうるが、P-M-E部 分 は基本 的 に組 み合 わせ が不 可 であ

る。 しか しLC件 名 で は、P-M-Eを 事 物 、部 分 、性 質、 素材 、過 程 、操作 、操 作 主体 、

とい う ように精密 に分析 して汎用 的 な引用 順序(組 み合 わせ順 序)を 定 め るの で はな く、
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法 律、 文学 、 音楽 、 とい ったお お まか な分 野 ご とに、 限 られ た これ これ の細 目が 結合 し

うる、とい う方針 を定め る。例 え ば法 律分 野 で は、Cases,Codification,Languageと い った

10個 程 度 の細 目を列挙 して 、 これ らは法 律 関係件 名 の元 で細 目 として使 え る とい う具 合

で あ る。実 際 に文 献 主題 と して 出現 す る無 数の組 み合 わせ の うち、 限 られた特 定 の組 み

合 わせ につ いて は何 とか 表現 で きる よ うに したい とい う、 い わ ば場 当た り的 な苦 し紛 れ

の 方法 で あ る。

・Free-floatingsubdivisionの 実例

Burnsandscalds‐Patients‐Familyrelationships

Patientsは 病 気 な ど医学 的状 態 を示 す 件 名 の も とで のみ 細 目 と な りう る。Family

relationshipsは 、 人の種 類 を表す 件 名 の もとで の み細 目とな りうる。 こ うい っ た よ うに、

件 名の所 属 す る分 野 や種 類 ご とに、複 雑 な組 み合 わせ規 則 が存 在 す る。

9),10),--)

4.FASTと は

(1)概 要

ネ ッ トワーク情報資源 を検索す るための主題索引で使用 されることを目的 とし、LC件

名 をベースにして開発 された索引システムである。件名の形や参照関係など意味論的部

分 は、簡素化 した うえでほぼLC件 名の形 をそのまま採用 し、LC件 名 における統語論的

部分を、事項、地理、固有名(個 人及び団体名)、 形式、時代、 とい うように数種類 に分

解 し、それぞれを個別 にファセ ッ ト分 け して表す。要す るに、P-M-E-S-T一 形式

の うち、P-M-Eを 事項件 名 として1本 化 し、あ とSとTと 形式 を個別に分離 して管理

す るとい う方法であ る。ただ し、事項件名同士で実際に使用 された実績のあ る結合形 は、

そのままFASTで も使用 される。

(2)研 究 組 織

FASTはOCLCの 研 究 プ ロ ジ ェ ク トで あ り、 そ の メ ン バ ー は 、EdwardT.0'Neill、

EricChildress,RebeccaDean,KerreKammerer,DianeVizine-Goetz,AnyaDyer

(以 上OCLC)、LoisMaiChan(UniversityofKentucky)、LynnEl-Hoshy(Libraryof
12)

Congress)で あ る 。

(3)目 的 と経過

ネ ッ トワー ク情 報 資 源 を件 名 か ら検 索 で きる よ う にす る た め 開発 され た。1999年 に

ALCTS/SAC/SubcommitteeonMetadataandSubjectAnalysis(米 国図書 館 協会 の分
13)

類件名関係下部組織)が 以下のような 目的のための件名標 目表 を検討 した。

a.高 度 な訓練 なしに直感的 に使いこなせ る。
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b.ネ ッ トワー ク情報資源検索のための主題索引 を広範 に与 えることがで き、 自動的な

典拠 コ ントロールが行いやすい。

c.埋 め込み用メ タデー タとして互換性 のあること。

d.オ ンライ ン環境の もとで、事後結合 システムとしてLC件 名 を適用 しうること。

14)

そのうえで次の可能性 を検討 した。

1)既 存の索引法 を用 いる。

2)既 存の索引法 を修正 して用いる。

3)新 しい索引法 を開発する。

結果 として2)に す ることとし、LC件 名をベースに修正を施す こととした。OCLCの

WorldCat中 の書誌デー タか ら、800万 件 のユニークな事項および地理件名 を取 り出して

初期 データとした。

15)

(4)LC件 名の修正

LC件 名 は以下の ような特長を持つ。

1)あ らゆる主題分野にわたって、豊富 な語彙 を持つ。

2)LCと い う強力な維持機関を持つ。

3)同 義語 と同形異義語の統制 を行 う。

4)多 くの図書館での使用実績 を持つ。

5)何 百万 とい う書誌 レコー ドで使用 されている。

6)長 い歴史 を持つ。

しか し非専門家 で も付 与作業が行えることを目的 とす るため、LC件 名の複雑 な統語

規則 は回避 したい。

(5)FASTの 仕組み

LC件 名をベ ース としつつ も、 オ ンライン環境のための事後結合型 のファセ ッ ト化語

彙 として再設計することとし、次の ようなことをめざす。

1)最 小 の訓練で使 いこなせる。

2)広 く利用者がネ ッ トワー ク情報資源 に対 して件名 を与えうるもの とし、典拠 コン ト

ロールは 自動化 しうること。

3)埋 め込み型 メタデー タとして使用 しうるものとする。

4)オ ンライ ンでの事後結合 システムとして、LC件 名の改変を図る。

結 果 と して、LC件 名 を8つ の フ ァセ ッ トに分解 す る。 事項 、 地理 、個 人 名、 団体 名 、
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16)

形 式、 時代 、 タイ トル、 会議 名、 の8フ ァセ ッ トとす る。 時代 を除 い て、残 りのFAST

標 目はFAST典 拠 フ ァイル と して維持 管 理 す る。

(6)各 ファセ ッ トの概要

各ファセッ トの名辞は、既存のMARC21書 誌 レコー ドの件名標 目フィール ドか ら切 り

出 し、それ らを分解 して項 目ごとに振 り分けることになる。その実例 を以下に示す。

Slavery$zUnitedStates$vFiction(事 項 一 地 理 一 形 式 、 の 例)

→FASTで は

Slavery(Topical)

UnitedStates(Geographic)

Fiction(Form)

France$xHistory$yWarsoftheHuguenots,1562-1598$vSources(地 理 一 事 項 一 時

代 一 形 式 、 の 例)

→FASTで は

History-WarsoftheHuguenots,1562-1598(Topical)

France(Geographic)

1562-1598(Period)

Sources(Form)

17)

a.事 項 フ ァセ ッ ト(Topicalfacet)

事項 主標 目(topicalmainheadings)と 、事 項細 目(topicalsubdivisions)と か らなる。

1)対 応 す るMARC21レ コー ド中の フィー ル ドと取 り出 し方

・MARC21レ コー ドの650フ ィー ル ド(事 項 件名)か ら切 り出す 。

・$x細 目(generalsubdivision)は そ の まま付 けて取 り出す。

・時代 細 目の うち、 主題 要 素 を含 む もの はそ れ を取 り出す。

2)事 項 フ ァ セ ッ ト実 例(MARC21レ コ ー ドか ら取 り 出 し た 例)

Projectmanagement$xDataprocessing

Colombianpoetry

Blacksmithing$xEquipmentandsupplies

Epicliterature$xHistoryandcriticism

Petsandtravel
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Quartets(Pianos(2),percussion)

Naturalgaspipelines$xElectricequipment

Schoolpsychologists

Bloodbanks

Loudspeakers$xDesignandconstruction

Burnsandscalds$xPatients$xFamilyrelationships

結 局 、Projectmanagement$xDateprocessingの ように、MARC21レ コー ドで い っ

たん確 立 され た事 項件 名 同士 の事 前 結合 形 は、 そ の ま ま温存 され るわ けであ る。

た だ し 、 下 記 の よ う な 形 式 細 目 等 は 取 り 出 さ ず 、 そ れ ぞ れ の フ ァ セ ッ トで 扱 う 。

Colombianpoetry$vIndexes

Petsandtravel$vGuidebooks

Quartets(Pianos(2),percussion)$vScoresandparts

Bloodbanks$zItaly$zFlorence

Italy$xHistory$yTo476

b.地 理 フ ァ セ ッ ト

・LC件 名 で は
、 地 名 は 、 主 標 目 の と き(直 接 形)と 細 目 の と き(間 接 形)と で 形 式 が 異

な る が 、 こ れ を す べ て 間 接 形 と す る 。

Columbus(Ohio)→Ohio-Columbus

・GeographicAreaCode表 に よ り
、 地 名 コ ー ドを 同 時 に 付 与 す る 。

地 名 コ ー ドの 例

xEarthzneNeptune

xaEasternHemispherezoOuterspace

xbNorthernHemispherezplPluto

xcSouthernHemispherezsSolarsystem

xdWesternHemispherezsaSaturn

zdDeepspacezsuSun

zjuJupiterzurUranus

zmaMarszveVenus

zmeMercury

zmoMoon
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・地 理 フ ァ セ ッ ト実 例($zはgeographicsubdivision、[]内 は 、 地 名 コ ー ド)

England$zCoventry[e-uk-en]

GreatLakes[nl]

GreatLakes$zLakeErie[nl]

Italy[e-it]

Nlaryland$zWorcesterCounty[n-us-md]

Ohio$zColumbus[n-us-oh]

Deepspace$zMilkyWay[zd]

Solarsystem$zHale-Boppcomet[zs]

その他、地理件名に対 して若干の修正 を行う。

c.形 式 フ ァ セ ッ ト

LC件 名 レ コ ー ドに お け る す べ て の 形 式 細 目 を 引 き継 ぐ 。MARC21レ コ ー ドの6× × 台

か ら、$vサ ブ フ ィ ー ル ド識 別 子 の 付 い た デ ー タ を 取 り 出 す こ と に な る 。

$vTranslationsintoFrench

$vRules

$vDictionaries$xSwedish

$vControversialliterature$vEarlyworksto1800

$vStatistics$vDatabases

$vBibliography$vGradedlists

$vSlides

$vDirectories

$vJuvenileliterature

$vScores

d.時 代 フ ァ セ ッ ト

FASTで は 、LC件 名 に お け る20thcenturyは1900-1999、Jurassicは190000000-

140000000B.C.の よ う に 、 基 本 的 に 西 暦 数 値 で 表 す 。

e.固 有 名 フ ァセ ッ ト(個 人 名お よび団体 名)

個 人 名 と団体 名 。NACONameAuthorityFile中 か ら取 り出 して使 用す る。 ただ し取

り出す の は、 その名 前 がWorldCatレ コー ドで少 な くと も主 題 と して1回 以 上 使用 され、

かつNACOの 固有 名典 拠 フ ァイル中 に登 録 され て い る場 合 に限 る。 典拠 形 は、 固 有名 典
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拠 ファイル中の形 と同 じである。

5.メ タデ ー タ中 のFAST標 目

FASTプ ロジェ ク トの 目的 の一つ は、 メ タデ ー タ中 にFAST件 名 を埋 め込 む こ とにあ っ

18)

た。 さらにメ タデータとしては、ダブリンコア が主 として想定 されているようである。

下表はMARC21書 誌 レコー ドか ら取 り出したFAST項 目と、 ダブ リンコアとの対応関係
19)

を示 して い る 。

ExtractedfromMARC21

Bibliographictag
FASTFacet

ExpressedasDublinCore

Qualifier

650,secondindicatorO,$a Topical Subject

6xx,secondindicatorO,$x Topical Subject

6xx,secondindicatorO,$y Topical Subject

6xx,secondindicatorO,$y Chronological Period

6xx,secondindicatorO,$v Form Type

651,secondindicatorO,$a Geographic Coverage.spatial

6xx,secondindicatorO,$z Geographic Coverage.spatial

600,secondindicatorO,$abcdq Personalname
Creator/namePersonalor

Contributor/namePersonal

610,secondindicatorO,$abndc Corporatename
Creator/nameCorporateor

Contributor/namePersonal

ダブ リン コアで主 題要 素 を扱 うデ ー タ項 目(element)は 、subjectとcoverage(さ ら

にqualifierと してspatia1とtemporalと が あ る)の2つ で あ る。 事 項件 名 がsubjectに 、地

理 件名 がcoverage.spatialに 、 時代 件 名がcoverage.temporalに そ れ ぞれ相 当す る(表 の

ダブ リ ンコア蘭 でPeriodと あ るの は、coverage.tempora1の こ とであ る)。 その ほか形 式

件 名 が ダ ブ リ ンコ アelementのtypeに 相 当す る。 この ようにFASTと ダブ リ ンコアの対

応 関係 は うま く取 れ てい る。

次 に、FAST項 目と ダブ リ ンコア項 目 との対 応 関係 の実 例 を示 す。 上段 がMARC21の

650フ ィー ル ドか ら取 り出 したFAST項 目、 下段 が そ れ ぞ れ に対 応 す る ダブ リ ン コア項

目で ある。

Forexample,theLCSHheading

650Authorityfiles-(lnformationretrieval)$zItaly$zFlorence$vCongresses

wouldbefacetedintothefollowingthreeFASTheadings
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・Topical

・Geographic

・Form

Andre-expressedinDublinCoreas

・Subject

・Coverage .spatial

・Type

6.FASTの 典 拠 レ コ ー ド

Authorityfiles(lnformationretrieval}

Italy$zFlorence

Congresses

Authorityfiles(lnformationretrieval)

ItalyFlorence

Congresses

FASTの 典拠 レコー ドは、LC典 拠 レコー ドとの互 換 性が 図 られ て い る。Laborunions

に対す る両者 の典拠 レコー ドの実例 を示 す。左 はLC典 拠 レコー ド、右 はそ れ を元 にFAST

に変換 したFASTの 典拠 レ コー ド。確 定形 は150フ ィール ド(事 項件 名 を示す)に 収 め ら

れ 、FASTの 方 で は、 対 応す るLC典 拠 レ コー ド番号 が750フ ィー ル ドに収 め られて お り、

LC典 拠 との リンクが取 られて いる。 なお450フ ィー ル ドは、優 先 語 として採 用 され なか っ

た名 辞(こ の場 合 は 同義語 と しての非優 先語)が 収 め られ てい る。

LCAuthorityrecord

Leader/05'c'

0012032352

010sh85136516

040DLC$cDLC$dDLC

150Laborunions

450Trade-unions

FASTAuthorityrecord

Leader/05'n'

001[OCLCassignednumber]

005[OCLCassigneddate/timestamp]

0400CoLC$beng$cOCoLC$ffast

150Laborunions

450Trade-unions

7500Laborunions$0(DLC)sh85136516

7.FASTの ま とめ と評 価

(1)LC件 名 と何が異な り、何が同 じなのか

ネ ットワー ク情報資源の主題索引 を主たる 目的 として、 またメタデータに埋め込 まれ

ることを想定 して作 られた索引言語であるが、種 々検討 の結果LC件 名 を基礎 として若干

改変することを決定 した。その結果LC件 名 と何が変わ り、何 が変わ らなかったのか。 ま

ず、各件名 の形や意味論的関係性 などは、若干修正 を加 えた ところはあるにせ よほぼ同

一である。ただし地理件名や時代件名がLC件 名に比べて簡素化 されているという変化が

ある。なお地理件名については、典拠 レコー ド中では、大 きな地名か ら小 さな地名 まで

段 階的な階層管理 をしておけば、表示段階では直接形、 あるいは間接形 といかようにで
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も自由に調節で きる。現在 のLC件 名はそ ういった典拠 レコー ドの形式を持 たないようだ

が、 この程度のことは早急 に実現すべ きではないか と思 われる。次 に統語論的側面では

かな り変更 された。LC件 名では、事項、地理、時代、形式、 といったファセ ッ トごとに

それ らの組み合 わせ を、引用順序 を定 めた上でス トリングとして表現する。 これに対 し、

FASTで は各 ファセ ットに仕分 けはす るが、順序 関係 を表現す ることはしない。つ まり

事後結合索引 として各件名 を与 えることになる。

ところが これには例外がある。事項件名同士の結合形があ らか じめMARC側 の典拠 レ

コー ドで確立 されている場合 は、それをFASTの 事項件名 として採用する とい うわけで

ある。 ここでは明 らかに事前結合形が温存 されている。

LC件 名は上記2章 で もかな り批判 したが、意味論的側面、統語論的側面 ともに、大 き

な欠点 を孕んでい る。 その最 も大 きな原因は、過去100年 以上 にわた って積 み重ねて き

た欠点や矛盾が、根本的 には一・度 も改善されなかった ことにある。欠点を含 んだまま、

膨大な語彙体系 にふ くれあが っていったわけである。いわば満身創疲 とい う状態であっ

た。FASTで はその積 も り積 もった欠点の一部 を改善 した とい う面がある。地理件名 と

時代件名の改善はいわば当然のことであろう。逆にLC件 名 をFASTに 合わせて改善する

のが望 ましい と思 われる。

(2)名 辞 の形

先 にの べ た、Artandtechnology,Boltsandnuts,Careofsickanimalsと い った名辞

の妥 当性 は どうか。 これ らは本 来2語 に分解 すべ き名 辞 であ る。 シソー ラス で は、 ひ と

言 で言 え ば、 「強化 ガ ラス」 の ように種類 を表 す複合 語 は認 め るが 、動作 とその対 象 や全
20)

体 と部分 といった統語論的に結びついた複合語は原則 として採用 しない。最 も大 きな理

由は、 これ を認めるといろいろな種類の複合語が許 されることにな り、一・貫性が保 てな

くなるか らである。一貫性が保てないがゆえに、検索者は件名標 目一・覧を詳 しく閲覧し

て確認 しないか ぎり、こういった名辞が採用 されてい るであろうことをあ らか じめ予測

することは出来ない。現在件名標 目の利用形態の大半は、オ ンラインで直接検索すると

いうものである。 カー ド目録や冊子体 目録のような一覧表示形式ではな く、頭 に浮かん

だ名辞で直接検索する とい うス タイルである。そのような場合、予測のつかないような

組み合わせ の名辞ではなお さら検索で きない。 もしこういった複合概念を検索 したけれ

ば、2語 に分解 した上で両者の論理積 で検索すればすむわけである。

また上位語や下位語の合理的な設定が行えな くなる。 これは階層関係 を上下 して、精

度 と再現率の関係 を操作する上で大 きな不具合 となる。つ まり原則的には一つの概念が

一つの名辞 に対応すべ きなのである
。 しか しFASTで はこのあた りは全 く改善 されなかっ

た。
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(3)意 味論的関係性

LC件 名では、先に見た ように階層関係の うち、全体/部 分関係があいまいであるがゆ

えに、階層 関係 の設定 に原則や歯止めが な くなっている。 というよりは、 もともと階層

関係の定め方 に理論的な立脚点が なかっただけに、結果 として無秩序 な階層関係が設 け

られてお り、 もはや手が付 けられな くなって しまった、 だか ら合理的な規定を設けるわ

けにもいかなかった、 とい うのが実状 であろう。階層関係は、概念 間の上下関係 を利用

して、 より広い概念(の 名辞)で 検索す る、 よ り狭い概念(の 名辞)で 検索す る、 とい

うように検索戦略 を切 り替 えることで、精度 と再現率のコン トロールが行える。 また広

い概念(の 名辞)で 検索 した とき狭 い概念(の 名辞群)を 含めて検索できる、 という2
21)

つの大 きな利点があるわけであるが 、関係性の基準があいまいであ ると、検索者 は何 と

何が階層関係 になっているか を直感的に予測す ることが出来 ない、 また広い概念で探 し

た とき、 関係の ない狭 い概念 を も探 して しまう、 という欠点 も出て くる。 この点で も

FASTで は改善されなかった。

以上(2)と(3)の欠点は改善 されなか ったが、LC件 名 という世界中に広 く普及 した、大規

模、かつ維持管理体制の整 った語彙体系 を、で きるだけコス トをかけずにその まま使 い

たい、 というFASTの 戦略 を考えるな らば、や むを得 ない ことと思 われる。逆にFAST

の側か らLC件 名の改変 を迫 って もらいたい と思 う。

(4)統 語論的側面

FASTで は、LC件 名の複雑でかつ柔軟でない統語論的結合 をかな り切 り捨てた。 この

こ とは評価で きる。P-M-E-S-T一 形式、のうちPMEを1本 化 し、S、T、 形式 をそ

れぞれ分離 して扱 う、 とい う方法 で十分 だった と思 われるのに、小骨が残 って しまった。

Hospitals-Staff-Laborunions-Organizingと いうPME内 部の結合形 を残 した。LC件

名では、PME部 分 に何 らの合理的な統語規則を設けていなかった。 もっとも分か りに く

く、 もっとも恣意的な結合部分であった。それ を残 して しまった。せ っか く事後結合索

引 にもってい くと言いなが ら、分か りやす くす ると言いなが ら、なぜ こんなことをす る

のか理解に苦 しむ。上記の例 など、それぞれ分解 した上で、個別の名辞による論理積検

索で十分ではないか。

そ もそ もPME部 分 を含めた統合的な統語規則 を持つス トリング索引は、1960年 代か ら
22)

1980年 代 にか けて数 多 く提 案 された。代 表 格 がPRECISで あ った 。上記 の例 は、PRECIS

な ら(1)Hospitals(p)Staff(p)Laborunions(2)Organizing、 とい うよ うに文 脈 中 で の

役 割 を示 す ロー ルオペ レー タ とい う指示 子 が与 え られ る。((1)Hospitals(p)Laborunions

(2)Organizing(3)Staffと い う可 能性 も否 定 で きない)。 その 上 で コ ンピュー タに よっ て、

見 出 し語 を順 次入 れ換 えなが ら、 文脈 を維持 した まますべ ての 要素 単 語 か ら探 せ る よう
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な索引を自動作成す る、 という索 引システムである。 また見出 し語 を順次入れ換 え、か

つ文脈 を維持するためのテ クニック として2行 方式を採用 し、1行 目は右 か ら左へ、2

行 目は左 か ら右へ読 まれることを期待す る。なお(1)はキーシステムで中心 的事物 を表 し、

② は動作、(3)は動作主体、 を表 し、あ と場所 を表す(0)とともに主要オペ レータを構成す

る。 さらに(P)は 部分や性 質を表す補助 オペー レー タである。あいまいなLC件 名 の統語

規則 に比べ て、は るか に精緻 な統語規則 を もつ索引 システムであ る。ii(British

NationalBibliography)の 件名索引 として1971年 か ら1990年 まで採用 された。 しか しあま

りに難解であるとい う理由か ら、1991年 か らはよ り簡略化 したCOMPASSと い うKWOC

型 の索引システムに移行 した。 その後20年 間ほ ど、PRECISを 始め とするス トリング索

引に関す る研究は鳴 りを潜めている。ス トリング索引は基本的にページ印刷型の索引で

あ り、印刷 されたス トリングを順次読みなが ら探 してい くとい う典型的な事前結合索引

システムである。コ ンピュー タのデ ィスプ レイ上でス トリングを順次検索 してい くシス

テムを作 ることも可能ではあるが、普通は使われない。事実 ネ ット上ではKWIC索 引 を

ほ とん ど見かけない。 コンピュー タによる主題検索 は圧倒的に、個別キー ワー ドの組み

合 わせに よって検索す る事後結合方式が用い られる。事前結合 は、精度を向上 させると

い う利点 はあるが、それ を作成す るためのコス トがかか りす ぎるし、その割に需要が見

込めないか らであろ う。

また事後結合が当た り前 の論文デー タベース検索 において も、一昔前はロールや リン
23)

クという補助的手法があ る程度用い られた。 これ らは事後結合の欠点 を補 うため に導入

された事前結合的な手法であ り、精度をあげるうえで効果があった。 しか しもはや こう

いった手法 は、ほとん ど用 いられることもな くなった。要するにコス トと効果の関係上
24)

引 き合わないか らであろう。これ もやは りコンピュータ検索における事前結合 の衰退 を

物語 っている。

(5)ネ ッ トワーク情報資源の索引システムに役立つFASTの あるべ き姿

もはや事前結合 にこだわる時代ではな くなっていると思 われる。FASTは ネ ッ トワー

ク情報資源 の検索で役立つ ことを目指 している。 ネッ トワー ク情報資源は数が きわめて

多い。 なおさ ら事前結合 など作る余裕はない と思われる。各図書館 の所蔵資料 とネッ ト

ワーク情報資源 とを一体 にして検索 し、提供す るというサー ビスが当然のこととされる。

そのような時代にあって、FASTは どうあるべ きか。事後結合 に移行すべ きだと思われる。

そして逆にLC件 名をFASTに 近づけるべ きで はないだろうか。

総 じてFASTで は語彙部分はほぼLC件 名を継承 し、統語部分は一部のみ使用す るとい

う方針 であ る。語彙部分 の典拠管理 に関 して は、LC件 名→FASTと いう流 れで、LC件

名の典拠 レコー ドを若干修正 しつつ引 き継 ぐが、FAST側 で も独 自の典拠管理 を行 う。
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これは無駄だ し、両者 に不整合の生 じる恐れ もある。 しか し現状 のLC件 名典拠 ファイル

は、意味論的部分だけではな く、結合形 をも含んだ渾然一体 の典拠 ファイル となってい

る。語彙管理部分 と結合形部分 とを分 ける必要があろ う。現時点では自動的に作成可能

な一般的統語規則 は無理 だろうか ら、新たに発生 した結合形 を索引時 に別のフ ァイルに

登録 していってはどうか。LC件 名では、新 しい件名標 目を採用す るとき、establishと い

う表現が使 われる。個 々の概念(名 辞)の 新設 に対 して使 われるだけでな く、結合形 に

対 して も同 じようにestablishが 用い られている。establishと いうのは、本来前者 に対 し

てのみ使 われ るべ きものであろう。両者 を分けて しまえば、語彙管理部分の典拠 ファイ

ルは、LC件 名 とFASTと で共通 となる。 もちろん微妙 な相違 は調整する。FASTで 必要

なファイルは語彙管理の方だけ とい うわけである。 シソーラスには通常結合形は含 まれ

ないか ら、語彙管理部分はまさにシソーラスその ものである。名称 も件名標 目表か らシ

ソーラスへ と変更 され ることを希望す る。こういった改革は、本来第11版(1988年)刊

行時に行 うべ きではなか ったか。遅す ぎる ともいえる。

FASTプ ロジェク トを契機 として、LC件 名 とFASTは 一本化 された新 しい統制語彙 と

して生 まれ変 わって もらいたい。そ してFASTは 事前結合 を行 わない、純粋 な事後結合

索引 として運用 され、LC件 名は当分の間事前結合形 をも抱 え込んでい く、 という形が望

ましいのではなかろうか。なお、フ ァセ ッ ト化 された件名による検索 システム設計方法

としては、NorthCarolinaStateUniversityLibrariesで 最近 開発 された、次世代OPAC
25)

と称する検索 システムが参考 となろ う。2段 階検索方式であ り、事項件名な りでいった
26)

ん検索 し、その結果をさらに適切な画面誘導により、地名や形式で絞 り込 ませる。FAST

をも意識 して作 られている。 こういった方法 なら、 ファセ ッ ト化 された項 目を用いた検

索へ と誘導することが可能 になるであろう。

注 お よ び 引 用 文 献

1)FASTの 公 式Webサ イ トは 以 下 の と お り

http://www.oclc.org/research/projects/fast/(2006年12月10日 確 認>

2)IFLAStudyGroupontheFunctionalRequirementsforBibliographicRecords .

-FunctionalRequlremen亡SforBibhographicRecords'Fina!Report.Munchen:K,G.

Saur,1998.136p.

3)事 前 結 合 索 引 と は 、 検 索 を行 う 前 の 段 階 つ ま り索 引 付 け の 段 階 で 、 主 題 を 構 成 す る個 々 の

概 念 問 の 関 係 性 付 与(動 作 や 動 作 の 対 象 と い っ た 概 念 の 役 割 付 与 を含 む)や 、 そ れ ら の 優

先 順 序 の 決 定 を行 う索 引 法 を い う。 事 後 結 合 索 引 と は 、 検 索 段 階 で 初 め て 論 理 積 や 論 理 和

演 算 を 用 い て 概 念 の 結 合 を 行 う索 引 法 を い い 、 索 引 付 け 段 階 で は 主 題 を 構 成 す る 個 々 の 概

念 を ば ら ば ら に 列 挙 して 付 与 す る だ け で あ る。

4)SACO(SubjectAuthorityCooperativeProgram)は 、NACO、CONSERな ど と と も に 、

PCC(TheProgramforCooperativeCataloging)の 一 環 と して 、LCが 中 心 と な っ て 推 進

し て い る 目録 関 係 共 同 維 持 事 業 の1つ で 、 件 名 典 拠 に 関 す る 共 同 維 持 活 動 を 行 っ て い る 。
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SACOの 公 式Webサ イ ト は 次 の と お り 。

http://WWW.IOC.gOV/catdir/pcc/saco/saco.html(2006年12月10日 確 認)

5)Chan,LoisMai.LibraryofCongressSubjectHeadings:P,rznciplesandApplication.3rd

ed.Englewood,Colo.:LibrariesUnlimited,1995.p.51

6)Interna亡TonalStandardISO2788!Documento亡ion-Guidelinesfc)rtheEstablishmentand

DevelopmentofMonolingualThesauri.2nded.InternationalOrganizationfor

Standardization,1986.pp.9‐13.

7)SubjectCatalogingManual.SubjectHeadings/preparedbyTheOnlineCataloging

PolicyandSupportOffice,LibraryofCongress.5thed.Washington,D.C.:Libraryof

Congress,CatalogingDistributionService,1996.H370.

8)Svenoniusも 同 様 の 指 摘 を す る 。

Svenonius,Elaine.LCSH:Semantics,SyntaxandSpecificity.Cataloging&Classification

Quarterly.Vol.29,no.1/2,2000.pp.17‐30.

な おLC件 名 に 関 す る 海 外 文 献 は 数 多 い 。 最 近 で はCCQの 下 記 特 集 号 が あ る 。

TheLCSHCentury:OneHundredYearswiththeLibraryofCongressSubject

Headings.Cataloging&ClassificationQuarterly.Vol.29,no.2,2000.

ま た 日 本 語 文 献 に 関 し て は 下 記 が あ り 、LC件 名 標 目 表 の 基 本 構 造 に 関 し て 詳 細 に 論 じ

て い る 。FASTに 関 し て も わ ず か な が ら 言 及 が あ る 。

渡 邊 隆 弘LC件 名 標 目 表(LCSH)の 基 本 構 造 と 電 子 時 代 の 可 能 性 『TP&Dフ ォ ー ラ ム

シ リ ー ズ 』 第12/14号,2005.3,pp.37-58.

9)FASTに 関 し て は 、 公 式 サ イ ト に 掲 載 さ れ て い る 文 献 を 初 め と し て 多 く の 文 献 が あ る が 、

大 同 小 異 な の で9)、10)、ll)の3文 献 を 中 心 に 考 察 す る 。

O'Neil,EdwardT.andChan,LoisMai.FAST(FacetedApplicationofSubject

Terminology):aSimplifiedLCSH--basedTTocabulary.12p.

http://www.ifla.org/IV/ifla69/papers/OlOe-ONeill_Mai-Chan.pdf(2006年12月10日 確 認)

(WorldLibraryandInformationCongress:69thIFLAGeneralConferenceandCouncil,

1-9August2003,Berlin中 の 発 表 論 文)

10)Dean,RebeccaJ.FAST:DevelopmentofSimplifiedHeadingsforMetadata.15p.

http://www.sba.unifi.it/ac/relazioni/dean_eng。pdf(2006年12月10日 確 認)

11)Chan,LoisMai,Childress,Eric,Dean,Rebecca,O'Neil,EdwardT.,Vizine-Goetz,Diane.

AFacetedApproachtoSubjectDataintheDublinCoreMetadataRecord.Journalof

InternetCataloging.Vol.4,no.1/2,2001,pp.35‐47.

12)前 掲9)p.2.

13)前 掲10)P.3.

14)前 掲ll)p.40.

15)前 掲11)P.41.

16)前 掲9)、10)、11)そ れ ぞ れ で ま と め 方 に 差 が あ り フ ァ セ ッ ト数 は 微 妙 に 異 な る が 、 基 本

的 に ほ ぼ 同 じ で あ る 。

17)以 下 固 有 名 フ ァ セ ッ ト ま で は 、 前 掲9)と10)を 参 照 し た 。

18)DublinCoreMetadataInitiative(DCMI)の 提 唱 す る 、 メ タ デ ー タ セ ッ ト。 正 式 名 称 を 、

Dublincoremetadataelementsetと い い 、 図 書 館 界 を 中 心 に 世 界 で 広 く用 い ら れ て い る

メ タ デ ー タ 要 素 の 基 本 セ ッ ト で あ り 、 記 述 的 メ タ デ ー タ の 代 表 格 で あ る 。titleやcreatorと

い っ た15の 基 本 的 デ ー タ 項 目 を 規 定 す る が(最 新 版 で は22項 目 を 定 め て い る)、 項 目 内 容

の み を 定 め 、 記 載 順 序 や タ グ 付 け な ど 記 載 書 式 は 定 め な い 。 つ ま り セ マ ン テ ィ ッ ク ス の み

を 定 め 、 シ ン タ ッ ク ス は 他 の 書 式 に ゆ だ ね る と い う 方 向 性 を 打 ち 出 し て い る 。 情 報 専 門 家
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で な くて も記 載 で き る こ と を 念 頭 に 置 い て お り、 記 載 項 目 は き わ め て 粗 く簡 単 な も の に と

ど ま る 。 ま た15の 基 本 項 目 を さ ら に 詳 し く展 開 し た も の と し て 、DCQ(Dublincorequali-

fied)が あ る 。ISOやNISO規 格 と し て も制 定 さ れ て い る 。DCMIの 公 式Webサ イ トは 下 記

の と お り。

http://dublincore.org/(2006年12月10日 確 認)

19)前 掲10)p.8.

20)前 掲6)PP・11-13.

21)件 名 標 目 に お け る 階 層 関 係 の 利 用 に 関 して は 、 下 記 を 参 照 して い た だ き た い 。

吉 田 暁 史 階 層 構 造 の 詳 細 とそ の 必 要 性 ・利 用 法 所 収:「 資 料 組 織 演 習 』 新 訂 版 吉

田 憲 一・編 、 日本 図 書 館 協 会 、2002、pp.144-148.

22)Austin,Derek.PRECIS:aManualofConceptAnalysisandSubjectIndexing/with

assistancefromMaryDykstra.2nded.London:BritishLibrary,1984.397p.

23)リ ン ク と ロ ー ル は 、Lancasterに よれ ば1960年 代 初 期 に 現 れ た 手 法 で あ る。

Lancaster,F.W.IndexingandAbstractinginTheoryandPractice.2nded .

Champaign:UniversityofIllinoisGraduateSchoolofLibraryandInformationScience ,

c1998.p.182.

お よ そ 次 の よ う な 手 法 を い う 。

「テ レ ビ の 製 造 と ラ ジ オ の 販 売 」 と い う よ う な 主 題 が あ っ た と き、 テ レ ビ は 製 造 と結 び つ

き、 ラ ジ オ は 販 売 と結 び つ い て い る 。 も し単 純 な 事 後 結 合 検 索 で あ れ ば 、 テ レ ビ と販 売 に

よ る 論 理 積(つ ま り誤 っ た 結 び つ き)で も こ の 文 献 は探 せ て し ま う 。 しか し テ レ ビ と 製 造

が 、 ラ ジ オ と販 売 とが 結 び つ く と あ らか じめ 決 め て お け ば 、 誤 っ た 結 び つ き を な くす こ と

が 出 来 る 、 と い う 手 法 が リ ン ク で あ る 。 ま た 「ア ル コ ー ル の 酸 化 に よ る カ ル ボ ン酸 の 製 造 」

と い う 主 題 が あ る と き 、 ア ル コ ー ル は 原 料 で あ る の に 、 単 に ア ル コ ー ル で 探 す と 原 料 、 製

品 、 中 途 産 物 、 あ ら ゆ る ア ル コ ー ル が 探 せ て し ま う 。 こ れ を 防 ぐた め ア ル コ ー ル に 対 し て

原 料 や 製 品 と い っ た 役 割(ロ ー ル)を あ ら か じめ 与 え て お く こ と に よ っ て 、 誤 っ た 文 献 を

探 さ な い よ う に す る 、 と い う手 法 を ロ ー ル とい う。

ロ ー ル は 、 事 項 件 名 、 地 理 件 名 の よ う な フ ァ セ ッ ト と は 少 し違 う。 例 え ば 自動 車 や 観 光

は 常 に 事 項 で あ り、 パ リ は 常 に 地 理 で あ り、19世 紀 は 常 に 時 代 で あ る が 、 ロ ー ル の 場 合 は

文 脈 に よ っ て役 割 の 変 わ り う る も の を 規 定 す る わ け で あ る(た だ し形 式 件 名 に 関 し て は 固

定 的 で な い 場 合 が あ る 。例 え ばBibliography-earlyは 事 項 件 名 に も形 式 件 名 に も な り う る。

形 式 件 名 は そ もそ も主 題 で は な い の だ か ら こ の よ う な こ とが 起 こ っ て 不 思 議 は な い)。

今 回FASTで 分 離 し た フ ァセ ッ トは 、 結 局 文 脈 中 で の 役 割 の 変 わ ら な い 部 分 に 限 られ て

い る わ け で あ る 。 そ れ に 対 し、PME部 分 は 概 念 ご と に 役 割 は 固 定 で は な い か ら 、 分 離 せ

ず に 一 グ ル ー プ と して ま と め た と い う こ と に な る 。 も っ と も 地 理 件 名 で も、Developing

countriesの よ う な 固 有 名 詞 で は な く、 概 念 と して の 地 理 件 名 をFASTが ど う扱 っ て い る の

か は 確 認 で き な か っ た 。 少 な く と もLC件 名 典 拠 レ コ ー ドで は 、$151つ ま り地 理 件 名 と し

て い る 。 お そ ら くFASTで も地 理 件 名 と して そ の ま ま取 り込 ん で い る もの と思 わ れ る。

24)Clevelandは1990年 に 、 リ ン ク と ロ ー ル は コ ス ト面 で 疑 問 が あ る と指 摘 す る 。

Cleveland,DonaldB,Cleveland,AnaD.IntroductiontoIndexingandAbstracting.

2nded.Englewood,Colo.:LibrariesUnlimited,1990.p.114

25)Antelman,Kristin,Lynema,Emily,Pace,AndrewK.TowardaTwenty-FirstCentury

LibraryCatalog.InformationTechnologyandLibraries.Vol.25,no.3,2006.pp.128-139.

26)NorthCarolinaStateUniversityLibrariesのOPACシ ス テ ム は 、 下 記 サ イ トで 詳 し く紹 介

さ れ て い る 。

http://wwwユib.ncsu.edu/endeca/(2006年12月10日 確 認)
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ま た 下 記 で 実 際 にOPACの 検 索 が で き る 。

http://www.lib.ncsu.edu/catalog/(2006年12月10日 確 認)

付表

小 論で よ く出て くる件 名標 目関係のMARC21の フィール ドと、MARC21典 拠 レコー ドの主

なフィール ドとを参考のため下記 に掲載す る。

(1)MARC21書 誌 レ コ ー ドに お け る6× ×

600Subjectaddedentry‐Personalname(R)

Subfieldsusedmostoften

$a‐Personalname(surnameandforename)

$b‐Numeration

$c‐Titlesandotherwordsassociatedwithaname(R)

$q‐Fullerformofname

$d‐Datesassociatedwithaname(generally,yearofbirth}

$t‐Titleofawork

$v‐Formsubdivision(R)

$x‐Generalsubdivision(R)

$y‐Chronologicalsubdivision(R)

$z‐Geographicsubdivision(R)

610Subjectaddedentry‐Corporatename(R)

Subfieldsusedmostoften

$a‐Corporatenameorjurisdictionnameasentryelement

$b‐Subordinateunit(R)

$v‐Formsubdivision(R}

$x‐Generalsubdivision(R)

$y‐Chronologicalsubdivision{R)

$z‐Geographicsubdivision(R)

650Subjectaddedentry‐Topicalterm

Subfieldsusedmostoften

$a‐Topicalterm

$v‐Formsubdivision(R)

$x‐Generalsubdivision(R)

$y‐Chronologicalsubdivision(R)

$z-Geographicsubdivision(R)

(Mostsubjectheadingsfithere.)(R)

Example 650#0$aTheater

$zUnitedStates

$vBiography

$vDictionaries.

651Subjectaddedentry‐Geographicname(R)
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Subfieldsusedmostoften

$a‐Geographicname

$v‐Formsubdivision(R)

$x‐Generalsubdivision(R)

$y‐Chronologicalsubdivision(R}

$z‐Geographicsubdivision(R)

Example:651#0$aUnitedStates

$xHistory

$vChronology.

(2)MARC21Authorityformat

ControlFields(00X)

NumberandCodeFields(01X-09X)

HeadingFields(1XX)

TracingsandReferences‐GeneralInformation

ComplexSubjectReferenceFields(2XX-3XX))

SeeFromTracingFields(4XX)

SeeAlsoFrom .TracingFields{5XX)

SeriesTreatmentFields(64X}

ComplexNameReferenceFields(663-666)

NoteFields(667-68X)

LocationandAlternateGraphics(8XX)

HeadingFields(1XX)

HEADINGS-GENERALINFORMATION

100-HEADING-PERSONALNAME(NR)

110-HEADING-CORPORATENAME(NR)

111-HEADING-MEETINGNAME(NR)

130-HEADING-UNIFORMTITLE(NR)

148-HEADING-CHRONOLOGICALTERM(NR)

150-HEADING-TOPICALTERM(NR)

151-HEADING-GEOGRAPHICNAME(NR)

155-HEADING-GENRE/FORMTERM(NR)

180-HEADING-GENERALSUBDIVISION{NR)

181--HEADING-GEOGRAPHICSUBDIVISION(NR}

182-HEADING-CHRONOLOGICALSUBDIVISION(NR)

185-HEADING-FORMSUBDIVISION(NR)

$150

$a‐Topicaltermorgeographicnameentryelement(NR)

$b‐Topicaltermfollowinggeographicnameentryelement(NR}

$v-Formsubdivision(R)
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$x‐Generalsubdivision(R)

$y‐Chronologicalsubdivision(R)

$z‐Geographicsubdivision(R)

Examples

##$aBlood

##$aCatalogsbysource

##$aCharactersandcharacteristicsinliterature

##$aScubadiving$vPeriodicals

##$aConflictoflaws$xSupport{Domesticrelations)

##$aGod$xHistoryofdoctrines$yMiddleAges,600-1500

##$aChapels$zGermany(West)

$151

$a‐Geographicname(NR)

$v‐Formsubdivision(R)

$x‐Generalsubdivision(R)

$y‐Chronologicalsubdivision(R)

$z‐Geographicsubdivision(R)

Examp正es

##$aAmazonRiver

##$alrrawaddyDivision(Burma)

##$aAntietamNationalBattlefield(Md.)

##$aRussia$xTerritorialexpansion$vMaps,Pictorial

##$aUnitedStates$xHistory$yCivilWar,1861-1865$xConscientiousobjectors
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